
新幹線・鉄道問題対策特別委員会

(日時)平成19年 11月 28日午後1時～

(場所)県庁議会棟６Ｆ 第1委員会室

報 告 案 件 資 料

（１）新幹線・鉄道問題対策特別委員会要望・要請活動について

(資料１）

（ ） ）２ 青い森鉄道線青森開業準備に係る鉄道施設整備について(資料２

（平成19年 11月補正予算案における債務負担行為の設定）

（ ） ）３ 青い森鉄道線経営計画素案について (資料３



新幹線・鉄道問題対策特別委員会要望・要請活動について 

 

１ 日 時：平成 19 年 11 月 13 日（火） 10 時 30 分～16 時 30 分 

 

２ 要望・要請先：総務省、国土交通省 

東日本旅客鉄道㈱、日本貨物鉄道㈱ 

地元選出国会議員 

 

３ 要望・要請活動参加者 

  山内（和）委員長、中谷副委員長、高樋委員、山内（崇）委員、成田委員 

  小桧山委員、伊吹委員、今委員、奈良岡委員 

 

４ 要望・要請事項 

  並行在来線「青い森鉄道線」の維持・存続に向けて 

※ 総務省及び国土交通省(別紙１)、東日本旅客鉄道㈱（別紙２）、 

日本貨物鉄道㈱（別紙３）、地元選出国会議員（別紙４） 

 

５ 要望・要請活動の概要 

  山内(和)委員長から、各対応者へ要望・要請書を手交し、要望・要請を行

った。 

 (対 応 者) 

総 務 省     久 保 自治財政局長 

           河 野 自治税務局長 

    国土交通省     大 口 鉄道局長    

東日本旅客鉄道㈱  冨  田 常務取締役  

日本貨物鉄道㈱     村  山 取締役     

地元選出国会議員  江 渡 聡 徳 衆議院議員 

木 村 太 郎 衆議院議員 

横 山 北 斗 衆議院議員 

田名部 匡代 衆議院議員 

高橋 千鶴子 衆議院議員 

平 山 幸 司 参議院議員 

     なお、本人不在の場合は、秘書等に要望書を手交し、趣旨を説明する等した。 

 

平成 19 年 11 月 28 日

資 料 １ 



東北新幹線・並行在来線路線図

青森 小柳
矢田前

野内 浅虫温泉

西平内

小湊

清水川

狩場沢

野辺地
千曳

乙供

上北町

小川原
三沢

向山

下田

陸奥市川

八戸

北高岩
苫米地

剣吉
諏訪ノ平

目時

三戸

（JR八戸線）

（JR大湊線）
平成14年12月以降青い森鉄道線 25.9㎞

平成22年度青い森鉄道延伸予定 96.0㎞

新幹線七戸駅（仮称）

新青森駅

東北新幹線

(JR津軽線）

(JR奥羽線）

JR線

東青森駅

［別紙１］

殿

※総務省・国交省用

要 望 書

並行在来線「青い森鉄道線」の維持・存続に向けて

平成19年11月13日

青 森 県



並行在来線「青い森鉄道線」の維持・存続に向けて

東北新幹線八戸・新青森間の建設工事は順調に進み、県民の

長年の悲願である東北新幹線新青森駅開業まであと３年を待つ

までとなりました。これまでの関係者のご尽力に対し深く感謝

申し上げます。

この東北新幹線新青森駅開業と同時に、現在の東北線八戸・

青森間が並行在来線としてＪＲ東日本から経営分離され、県と

、「 」沿線自治体を始めとする地域が主体となって 青い森鉄道線

としてその後の運営を担うこととなりますが、将来需要予測か

らも収益は見込めないものであり、青森開業後も青い森鉄道線

の経営が厳しい状況となることは必至であります。

また、現在の地方自治体を取り巻く行財政環境は極めて厳し

い状況にあります。各自治体とも懸命な行財政改革を進めてい

ますが、さらなる地方交付税の削減により、地方の努力も限界

に達しております。

このように、本県が並行在来線の経営分離に同意した当時に

比べ、自治体を取り巻く行財政環境は激変しており、こうした

状況の中、現在のスキームの下で、並行在来線の経営分離を進

めていくことはもはや困難であり、このままでは、都市と地方

との格差がますます拡大する一方であります。

したがって、今一度、現在の整備スキーム、とりわけ並行在

来線について再検討し、その見直しを強く求めるものでありま

す。

、 、 。なお 見直しに当たっては 次の事項を強く要望いたします

記

１．本県のように収益の見込めない並行在来線区間について

、 、は 経営分離によりＪＲから譲渡される鉄道資産について

無償譲渡とすること

２．ＪＲ貨物の走行のため地域が過大な負担をすることのな

いよう、膨大な貨物列車が走行している実態を踏まえた貨

物線路使用料の大幅な増額を図ること

３．国家物流の大動脈である貨物輸送路と生活路線としての

並行在来線を維持するために、新たな助成制度を創設する

こと

４．第3種鉄道事業者である青森県が補助対象となるよう、

災害復旧事業費補助金等の現行補助制度の対象事業者及び

対象事業を拡充すること

平成１９年１１月１３日

青森県議会議長 神 山 久 志



東北新幹線・並行在来線路線図
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清水川

狩場沢

野辺地
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向山
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八戸

北高岩
苫米地

剣吉
諏訪ノ平

目時

三戸

（JR八戸線）

（JR大湊線）
平成14年12月以降青い森鉄道線 25.9㎞

平成22年度青い森鉄道延伸予定 96.0㎞

新幹線七戸駅（仮称）

新青森駅

東北新幹線

(JR津軽線）

(JR奥羽線）

JR線

東青森駅

［別紙２］東日本旅客鉄道株式会社
代表取締役社長 清野 智 殿

要 請 書

並行在来線「青い森鉄道線」の維持・存続に向けて

平成19年11月13日

青 森 県



並行在来線「青い森鉄道線」の維持・存続に向けて

東北新幹線八戸・新青森間の建設工事は順調に進み、県民の

長年の悲願である東北新幹線新青森駅開業まであと３年を待つ

までとなりました。これまでの関係者のご尽力に対し深く感謝

申し上げます。

この東北新幹線新青森駅開業と同時に、現在の東北線八戸・

青森間が並行在来線として貴社から経営分離され、県と沿線自

治体を始めとする地域が主体となって 「青い森鉄道線」とし、

てその後の運営を担うこととなりますが、将来需要予測からも

収益は見込めないものであり、青森開業後も青い森鉄道線の経

営が厳しい状況となることは必至であります。

また、現在の地方自治体を取り巻く行財政環境は極めて厳し

い状況にあります。各自治体とも懸命な行財政改革を進めてい

ますが、さらなる地方交付税の削減により、地方の努力も限界

に達しております。

このように、本県が並行在来線の経営分離に同意した当時に

比べ、自治体を取り巻く行財政環境は激変しており、こうした

状況の中、現在のスキームの下で並行在来線の経営分離を進め

ていくことはもはや困難であります。

したがって、並行在来線を運営することとなる地域の負担を

大幅に軽減し、並行在来線の維持・存続が図られるよう、次の

事項を強く要請いたします。

記

１．収益の見込めない本県の並行在来線区間については、経

営分離により貴社から譲渡される鉄道資産について、無償

譲渡とすること

２．青い森鉄道線の運行に不要な資産については、解体・除

却を行うとともに、譲渡資産については、事前に改修・修

繕等の整備を行うこと

３．青い森鉄道線に直通乗り入れする寝台特急列車の運行本

数の増加等を図ること

４．青森開業準備及び運営のために必要なＪＲ出向者の派遣

等に協力すること

平成１９年１１月１３日

青森県議会議長 神 山 久 志



東北新幹線・並行在来線路線図
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上北町

小川原
三沢

向山

下田

陸奥市川

八戸

北高岩
苫米地

剣吉
諏訪ノ平

目時

三戸

（JR八戸線）

（JR大湊線）
平成14年12月以降青い森鉄道線 25.9㎞

平成22年度青い森鉄道延伸予定 96.0㎞

新幹線七戸駅（仮称）

新青森駅

東北新幹線

(JR津軽線）

(JR奥羽線）

JR線

東青森駅

［別紙３］日本貨物鉄道株式会社
代表取締役社長 小林 正明 殿

要 請 書

並行在来線「青い森鉄道線」の維持・存続に向けて

平成19年11月13日

青 森 県



並行在来線「青い森鉄道線」の維持・存続に向けて

東北新幹線八戸・新青森間の建設工事は順調に進み、県民の

長年の悲願である東北新幹線新青森駅開業まであと３年を待つ

までとなりました。これまでの関係者のご尽力に対し深く感謝

申し上げます。

この東北新幹線新青森駅開業と同時に、現在の東北線八戸・

青森間が並行在来線としてＪＲ東日本から経営分離され、県と

、「 」沿線自治体を始めとする地域が主体となって 青い森鉄道線

としてその後の運営を担うこととなりますが、将来需要予測か

らも収益は見込めないものであり、青森開業後も青い森鉄道線

の経営が厳しい状況となることは必至であります。

また、現在の地方自治体を取り巻く行財政環境は極めて厳し

い状況にあります。各自治体とも懸命な行財政改革を進めてい

ますが、さらなる地方交付税の削減により、地方の努力も限界

に達しております。

このように、本県が並行在来線の経営分離に同意した当時に

比べ、自治体を取り巻く行財政環境は激変しており、こうした

状況の中、現在のスキームの下で並行在来線の経営分離を進め

ていくことはもはや困難であります。

したがって、並行在来線を運営することとなる地域の負担を

大幅に軽減し、並行在来線の維持・存続が図られるよう、次の

事項を強く要請いたします。

記

１．貴社の貨物列車走行のため県民が過大な負担をすること

のないよう、膨大な貨物走行の実態を踏まえた貨物線路使

用料の大幅な増額を図ること

２．並行在来線区間を運営する青い森鉄道株式会社へ出資す

ること

平成１９年１１月１３日

青森県議会議長 神 山 久 志



東北新幹線・並行在来線路線図

青森 小柳
矢田前

野内 浅虫温泉

西平内

小湊

清水川

狩場沢

野辺地
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八戸
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目時

三戸

（JR八戸線）

（JR大湊線）
平成14年12月以降青い森鉄道線 25.9㎞

平成22年度青い森鉄道延伸予定 96.0㎞

新幹線七戸駅（仮称）

新青森駅

東北新幹線

(JR津軽線）

(JR奥羽線）

JR線

東青森駅

［別紙４］

議員
殿

要 望 書

並行在来線「青い森鉄道線」の維持・存続に向けて

平成19年11月13日

青 森 県



並行在来線「青い森鉄道線」の維持・存続に向けて

東北新幹線八戸・新青森間の建設工事は順調に進み、県民の

長年の悲願である東北新幹線新青森駅開業まであと３年を待つ

までとなりました。議員各位のご尽力に対し深く感謝申し上げ

ます。

この東北新幹線新青森駅開業と同時に、現在の東北線八戸・

青森間が並行在来線としてＪＲ東日本から経営分離され、県と

、「 」沿線自治体を始めとする地域が主体となって 青い森鉄道線

としてその後の運営を担うこととなりますが、将来需要予測か

らも収益は見込めないものであり、青森開業後も青い森鉄道線

の経営が厳しい状況となることは必至であります。

また、現在の地方自治体を取り巻く行財政環境は極めて厳し

い状況にあります。各自治体とも懸命な行財政改革を進めてい

ますが、さらなる地方交付税の削減により、地方の努力も限界

に達しております。

このように、本県が並行在来線の経営分離に同意した当時に

比べ、自治体を取り巻く行財政環境は激変しており、こうした

状況の中、現在のスキームの下で、並行在来線の経営分離を進

めていくことはもはや困難であり、このままでは、都市と地方

との格差がますます拡大する一方であります。

したがって、今一度、現在の整備スキーム、とりわけ並行在

来線について再検討し、その見直しを強く求めるものでありま

す。

なお、見直しに当たっては、次の事項について特段のご配慮

をお願いいたします。

記

１．本県のように収益の見込めない並行在来線区間について

、 、は 経営分離によりＪＲから譲渡される鉄道資産について

無償譲渡とすること

２．ＪＲ貨物の走行のため地域が過大な負担をすることのな

いよう、膨大な貨物列車が走行している実態を踏まえた貨

物線路使用料の大幅な増額を図ること

３．国家物流の大動脈である貨物輸送路と生活路線としての

並行在来線を維持するために、新たな助成制度を創設する

こと

４．第3種鉄道事業者である青森県が補助対象となるよう、

災害復旧事業費補助金等の現行補助制度の対象事業者及び

対象事業を拡充すること

平成１９年１１月１３日

青森県議会議長 神 山 久 志



１．並行在来線車両基地整備
３．並行在来線青森駅連動設備整備

工程（予定）

工程（予定）

（現在の東派出所施設） （改修後のイメージ）

　青森駅構内分離イメージ

改修

ＪＲ側

会社境界

２．並行在来線青森変電所設備整備

青い森鉄道線側

工程（予定）

　【参考】県（第三種鉄道事業者）の初期投資概算額 （単位：億円）

（ＭＥ化前の変電所設備） （ＭＥ化後の変電所設備）

平成19年11月28日

並行在来線対策室

　　青い森鉄道線青森開業準備に係る鉄道施設整備について
(平成19年11月補正予算案における債務負担行為の設定）

（１）事業費　１２．３８億円
（２）整備の目的等
　　①　青い森鉄道線の青森開業で現在の４倍程度に増加する車両の検査、修繕、清掃等を行う
　　　車両基地は、車両運行を維持するため必要不可欠な施設。
　　②　現在のＪＲ東日本青森車両センター東派出所（青森市、中央大橋下）の施設を改修し、
　　　青森開業までに車両基地を整備することが必要。

（１）事業費　４．１億円
（２）整備の目的等
　　①　青い森鉄道線の電車走行や信号等のために、目時・青森間には４つの変電所が存在。
　　②　最も規模の大きい青森変電所をＭＥ化（マイクロエレクトロニクス化）することで、故障
　　　リスクや業務負担が軽減され、効率的な管理が可能となる。

（１）事業費　１１．４６億円
（２）整備の目的等
　　①　青森駅構内の連動設備をＪＲ東日本側と青い森鉄道線側に分離することが必要。
　　②　青い森鉄道線側に新たな連動設備を整備し、ＣＴＣ化（列車集中制御化）を実施。
　　③　ＣＴＣ化することで、より安全で効率的な運行管理が可能となる。
　（※）連動設備
　　　　列車の進路を安全に確保するため、信号とポイントを連動して作動させる設備。

東北線ホーム

津軽線ホーム

奥羽線ホーム

（駅　舎　側）

Ｍ Ｅ 化
工　　程

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

ＭＥ化工事 試　験 指令接続 使用
開始

車両基地
整備工程

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

整備工事 庫内運転士、誘導員訓練 使用
開始

連動設備
整備工程

Ｈ２３Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

整備工事 撤去工事
指令
分離

青森
開業

　※青森開業までは現行ダイヤを維持する必要があるため、軌道等撤去工事は開業後に実施する。

鉄 道 資 産 譲 渡 部 分 経 費　160

新規設備投資経費　80
ＪＲ譲渡資産価額の圧縮
　　　　　　　＝起債額の圧縮（公債費減）
　　　　　　　　　　 ＋一般財源の圧縮の効果

資　料　２



（３）青い森鉄道線経営計画素案について（資料３）については、 
 
   資料３－１ ……Ｈ19.11.27 青い森鉄道青森開業準備協議会 資料１－１ 
 
   資料３－２ ……        〃           資料１－２ 
 
 
 と同じ資料であるため、ホームページへの掲載を省略させていただきます。 
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